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研究成果の概要(和 文):食 環境 の色 として トレイの色を効果的に用いることによ り高齢者
のQOLを 向上 させ るとい う新 しい試みを検討 した。在宅高齢者 と施設高齢者 では結果 が

異な り、前者 は夕食では茶色 の トレイ を好む傾 向が、後者はパステル色のピンク ・黄 ・緑
色 といった明るい色 を使用す ることで食事快適性を向上 させ ることが明らかになった。一

方、視覚障害者のQOL向 上 のための新 しい提案をお こな うために、ロー ビジ ョン者 を対

象 に識別 しやすい トーン(PCCS使 用)を 調査 し、食生活 の工夫やアイデ ィアを抽出 した。
これ らをリーフ レッ トにま とめ、配布 した。

研究成果の概要(英 文): In order to improve QOL of elderly who live in their own homes

and in nursing homes, the effective usage of serving  tray—color was  investigated. 
Especially in the case of the elderly who live in nursing home, the pastel colors 
showed to give them comfortable atmosphere at meal time, although the elderly who 
live in their own home showed tendency to love dark brown color at dinner. In the 
study for the persons with low vision, the color tones (PCCS) for them to be able 
to distinguish were investigated. In addition, the way to improve their dietary life 
was surveyed. The ideas obtained from these studies were summarized in the leaflet 
and informed them.
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1.研 究 開始 当初 の背景

(1)日 本 は世界 一の長 寿国

日本 は世界一 の長寿 国であるが、健 康寿命

が短 く、介護期 間が長 い とい う問題 を抱 え

ている。介護保 険制度 が2000年4.月 か ら

食空間 食欲 生きる意欲 楽 しみ 色

実施 され、改善はされてきているものの、
日々のケアに追われている施設が多く、高

齢者が真に美味しく楽 しい食生活を送 り、
生きる楽 しみや意欲 を感 じられ るような食

空間の提供にまでは至っていないのが現状



で あ る 。

(2)糖 尿病網膜症から視覚障害者へ

生活習慣病増加が叫ばれている中、糖尿病

患者の増加は著 しく、3大 合併症のひとつで

ある糖尿病網膜症に罹患す るものも増 え続

け、糖尿病網膜症が原因で失明する者が年間

約3000名 にものぼることが報告されている

(厚労省)。 しか し、糖尿病予防のための取
り組みは多 くおこなわれているが、網膜症で
ロー ビジョン下に置 かれている方 々を失明

しないように導 く取 り組みは非常に少ない。

(3)食 空間への快適な色彩提案が少ない

色 は我 々の気 持 ち にダイ レク トに働 きか

け、気分 を高揚 させた り、癒 した りす ること

が報告 され てお り、食 欲に も影 響す るもので

あるが、商業べ一ス の提案 はあるものの、 日

常 の食 空 間の 中 にお ける色彩 提案 研 究 はほ

とん どみ られ ない。

2.研 究 の 目的

高齢者 に とって、食生活 はQOLを 向上 さ

せ る主要 因の一つ であ り、認 知症改善効果 も

あるこ とが報告 され てい る。 また、 ロー ビジ

ョン患者 に とって、見やす さは食欲 を喚起 し、

食べ る喜び を向上 させ 、事故 を防 ぐこともで

き、食 生活改善意欲 に大いに役 立っ と考 えら

れ る。そ こで、人の感 情にダイ レク トに働 き

かけ、食欲や癒 し、安 らぎ等の心理 に影響 し、

見や す さに大 き く関与す る色 彩 に焦 点 を当

て、高齢者 や視覚障害者 の生 きる意欲 や楽 し

み を向上 させ る こ とを 目的 に食 にお け る色

彩提案 をお こな うこ ととした。

3.研 究 の方法

(1)給 食用 トレイの色が在宅高齢者および

特別養護老人ホーム ・養護老人ホーム入居者
の心理に及ぼす影響

在宅高齢者については大学 にて、施設入

所者 については各高齢者施設 に出向き、
FPT製 の給食用 トレイの上 に使用頻度の

高いメラミン食器 を配置 し、専用の蓋 をし
て、料理の色の影響 を受 けない状況下で、

給食用 トレイの色や材質か ら受けるイ メー
ジ等を聞き取 り調査 した。給食用 トレイは

先行研究で特徴的であったパステル ピン
ク ・パステルイエ ロー ・パステル グリーン ・

オ レンジ ・ブルー ・ブラウンの6色 を用い

た。(表1)

調査内容は、11形 容詞対3段 階SD法 を
用いた トレイのイメージ調査、使用 したい

時間帯や食欲等の食 のQOLに 及 ぼす影響

等である。加 えて、これ らの結果 を、先に

我 々がお こなった大学生を対象 にした調査

結果 と比較 した。

(2)給食用 トレイの色が養護老人ホーム入
居者の心理に及ぼす影響～介入調査を通
して

京都府下にあるA養 護老人ホームの入居者

50名(男16名 、女34名 、82.8±7.4歳)

を対象 に調査を行った。調査は残菜調査及

び聞き取 りによるアンケー ト調査(属 性 ・

不定愁訴等の一般項 目、食事 に関す る意識、

11形 容詞対 を用いた3段 階SD法 によるイ

メージ調査、食欲 ・嗜好性に関する調査)

で、期 間は2010年6～8,月 、期 間中3週 間

ずつ3種 類の調査を行 った。1種 類 目は現

在施設で使用 されてい る黒塗 トレイ(木 製)
を、2種 類 目は先行研 究(1)で有用性が高か
ったパ ステル ピンク色の トレイ(FPR製)

をそれぞれ朝昼夕使用 した。3種 類 目は時

間帯による使い分 けを検討するため、朝昼
はパステル ピンク色、夜のみ先行研究(1)

で夕食 に最も好 まれたブラウンを用い調査
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を行 った。 尚、本研究は京都府立大学倫理

委員会の承認 を得てお こなった。

(3)ロー ビジョン者の食生活の問題点および
工夫点の実態調査

視 覚 障 害 者 が 識 別 で き る コ ン トラ ス トの

程 度 を 調 べ る た め 、PCCS色 表 を 用 い て 調 査 を

お こ な っ た 。ま ず 、A4サ イ ズ の 白背 景 のPCCS

色 相 環 を トー ン ご と に11種 類 用 意 し(A)、 ど

の トー ン が 最 も 見 や す い か を 聞 き 取 り調 査

し た 。 トー ン の 種 類 は 、ビ ビ ッ ド、ブ ラ イ ト、

デ ィ ー プ 、 ラ イ ト、 ソ フ ト、 ダ ル 、 ダ ー ク 、

ペ ー ル 、ラ イ トグ レイ ッ シ ュ 、グ レ イ ッ シ ュ 、

ダ ー ク グ レイ ッ シ ュ の11ト ー ン 、色 相 はPCCS

色 相 環 に 沿 っ て2R(red),4rO(reddish

orange),6yO(yellowishorange),

8Y(yellow),10YG(yellowgreen),

12G(green),14BG(bluegreen),

16gB(greenishblue),18B(blue),

20V(violet),22P(purple),24RP(red

purple)の 計12色 を 用 い た 。

被 験 者 は ロ ー ビ ジ ョ ン 者 を 対 象 と し 、 属 性 、

病 名 、 障 害 の 状 態 、 日常 の 食 生 活 状 況 の 他 、

食 器 や 食 具 、 照 明 等 の 使 用 状 況 を 尋 ね た 後 、

上 記 色 表 を 用 い て 見 え や す さ の 調 査 を お こ

な っ た 。 さ ら に 、 食 事 中 ・調 理 時 ・外 食 時 に

お け る 問 題 点 や 工 夫 点 等 を 調 査 した 。

調 査 は 視 覚 障 害 者 訓 練 施 設 に 赴 き 、 訓 練 生

に 趣 旨 を 説 明 後 、 同 意 が 得 ら れ た 者 の み を 対

象 に 聞 き 取 り調 査 と し て 実 施 し た 。 尚 、 本 研

究 は 近 畿 大 学 生 命 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て

お こ な っ た 。

4.研 究成果

(1)給 食用 トレイの色が在宅高齢者および

特別養護老人ホーム ・養護老人ホーム入居者
の心理に及ぼす影響

11形 容 詞対3段 階SD法 で調査 した結果

をイ メ ー ジプ ロ フ ィー ル に示 した とこ ろ

(図 一1)、パ ステルカ ラーの トレイ に対 して
の評価 が高 く、在宅高齢者 ・施設高齢者 ・大

学生 ともに 「居心地が 良い」、 「楽 しい」、 「陽

気 な」、「生 き生 き とした」 と感 じてお り、他

の色 よ りも有意 に評価 が高 かった。次 に、11

形容詞対 を因子分 析 に供 した ところ、「快活

性」お よび 「食事快適性」の2因 子が抽出 さ

れ たこ とか ら、これ ら2因 子 を用いて トレイ

の色 ご との特徴 を分析 した ところ、パステル

カ ラー(ピ ンク ・イエ ロー ・グ リー ン)は 、

在宅高齢者 ・施設高齢者 ・大学生のいずれに

おい ても 「快活性」・「食事快適性」共に評価

が高い こ とが示 され た(図 一2)。 この ことか

ら、パステルカ ラー の トレイ は、集 団給食 の

場 におい て有用性 が高 く、喫食者 に よ りよい

食 環境 を提供 す る こ とがで きる色 で ある こ

とが示唆 され た。

食 事 時 間帯別 にふ さわ しい トレイ の色 を

調査 した ところ、在宅 高齢者 と大学生 は、朝

食 ・昼食 ・夕食で はパ ステルカ ラー の トレイ

を、夕食 ではブラ ウンの トレイ を好む傾 向が

認 め られ た。 ブラ ウンの トレイ は どの年代 か

らも 「落 ち着 きのある」色 として評価 されて

お り、特徴 的な色 であるこ とが示 され た。 し

か し、高齢者施設入居者 において は時間帯 に

おい て使 い分 け たい とい った特 徴 が見 られ

なかった。
一般 的に

、食卓 には暖色が相応 しい と言わ

れ てい るが、必ず しも暖色だ けがふ さわ しい

とは言 えない ことが明 らか となった。
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(2)給食用 トレイの色が養護老人ホーム入
居者の心理 に及ぼす影響～介入調査を通
して

養護老人ホームの入居者 を対象 に、パス
テル ピンクとブラウンの トレイについて、

11形 容詞対3段 階SD法 を用いて比較 して

も らった ところ、「落ち着 く」以外のすべて
の項 目でパステル ピンクが高 く評価 された。

次に、嗜好性 に関する調査では、パステ
ル ピンクの トレイは、黒塗の トレイやブラ

ウンの トレイに比べて有意に好まれ、最 も

食欲 を喚起 し、食事快適性 の高い色である
ことが示 された。

このよ うに、高齢者施設で給食用 トレイ

を用いる場合、食事時間帯によって色 を使
い分けるよりも、む しろ明るい色が食欲や

食事快適性 を向上 させることが示 された。

以 上 、 高 齢 者 を 対 象 に お こ な っ た 研 究 結 果

は 、 英 文 著 書 「ColorinFood」 の 中 に

「PsychologicalEffectsofTablecloth

ColorandTrayColoronDiners」 と題 し て

掲 載 され た 。

(3)ロー ビジョン者の食生活における問題点
および工夫点の実態調査

PCCS色 相 環 を用い、11ト ー ンの見 えやす

さを調査 した ところ、自然光 をまぶ しい と感

じる人 とまぶ しくない人 とでは、見 えやすい

トー ンに違いが認 め られ た。

次 に、家庭での食事 中 ・調理 中におけ る問

題点 、外食での問題点 に加 え、苦労 を克服 し

た結果得 られた 工夫点 を聞き取 り調査 によ

り抽 出 した ところ、様 々なアイデアが寄せ ら

れ た。そ こで、関係者が知識 を共有 できる媒

体 が必要 である と考 え、本結果 をま とめて リ
ーフ レッ トを作成 し

、視覚障害者訓練施設 に

通 ってお られ る障害者 お よびその家族 に配

布 した。今後 、引き続 き意見 を求 め、改 良す

る予定であ る。

今 回の聞き取 り調査 では、視覚障害者 の見

え方 を他者 に理解 して も らうこ とが難 しく、

共に暮 らしている家族 に さえ十分 に理解 し

て もらっていない との意 見 も見 られ た。一方 、

飲食店 では、大手の外食産業 で さえも視覚障

害者 に対す る接 客指導 を受 けている者 はほ

とん どな く、接客方法 を知 らない店員が多い

ことも明 らかになった。 そ こで、今 回作成 し

た リーフ レッ トは、障害者 として訓練 を受 け

ている人 自身 に加 え、家族や ボランテ ィアの

方 々、ひいて は飲食店等 に配布す るこ とによ

り、lowvision者 の快適 な食生活 の一助 と

な ることが期待 できる。今後 、様 々な場所 に

応 じた改良を重ねてい く予定であ る。

さらに、健 常な視覚 を有す る大学生80名

(21±2歳 、男性31名 ・女性49名)を 対象

に、視覚障害者疑似体験 レンズを装着 して も

らい、上記 同様 の白背景 のPCCS色 表(A)を 用

いて見えやす い トーン ・色相 を調査 した とこ

ろ、 トー ンでは ビ ビッ ド、 ブライ トの順 に、

色相 では8Y、20Vの 順 に見 えやすい こ とが 明

らか となった。続 いて、背景 色6色 に25色

(使用頻度 の高い食材色25色 を選 出)の カ

ラーチャー トを配 りつけた 自作のカラーチ

ャー トを見せ 、見 えやす さを調査 した ところ、

彩度差 よ りも明度差 をつけた方 が見えやす

い ことが示 され た。

尚、本調査 を実施 した部屋 の照度 は475±

2751x下 で あった。
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